
１　研究の背景

　本学は2020年現在、文系・理系を含む６学部

11学科をもつ大学である。国際教養学科および

英語英文学科以外の全学部生が履修する共通英

語教育のあり方を新たに構築すべく、研究プロ

ジェクトの一つとして英語学習の情意面（学習

動機・不安等）に関する調査「英語学習方法につ

いての調査用紙」を1200人の調査協力のもと実

施する機会を得た。英語学習方法について調査

することは、英語学習に成功した学習者がもつ

その秘訣だけでなく、成功につなげることが困

難な学習者が抱える問題点をも知る機会になる。

２　先行研究

　飯田ら（2018）は大学１年次生の英語学習方

略について質問紙調査を行い、英語非専攻群（９

学科981名）と英語専攻群（２学科219名）の

1200名を協力者とした大規模な調査を行なった。

結果は７種類のカテゴリー（記憶方略、認知方

略、コミュニケーション方略、メタ認知方略、

情意方略、社会的方略、ICT 方略）において、

英語非専攻群および英語専攻群のストラテジー

使用の平均値が全て基準の2.5を下回った。こ

のことから、全学科１年次生の傾向として、英

語学習に消極的であり自ら英語学習に取り組も
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と英語専攻群：２学科219名）を協力者として

実施した英語学習方略についての質問紙調査で

得られた結果（全カテゴリーにおいてストラテ

ジー使用の平均値が全て基準の2.5を下回った）

を、さらに６つのカテゴリー（記憶方略、認知

方略、コミュニケーション方略、メタ認知方略、

情意・社会的方略、ICT 方略）においてヒス

トグラムを作成しその傾向を分析することであ

る。質問紙には４件法のリッカート・スケール

（１：全然していない～４：よくしている）を

採用した。ヒストグラムにおける縦軸は回答者

数、横軸は４件法の「１」から「４」を表し、

基準となる中間点は2.5である。６つのカテゴ

リーにおける回答平均値が中間点の2.5を上回

る方略群は頻繁に使用されているストラテジー、

2.5を下回る方略群は使用頻度の低いストラテ

ジーとされる。ただし、協力者1200名の内訳は

英語非専攻群981名（82％）および英語専攻群

219名（18％）で、協力者数において英語非専

攻群が英語専攻群の約４倍であることを念頭に

おき結果を見る必要がある（４で述べる結果に

おいて、全ての方略において中間点より「４」よ

りの分布に同じ傾向が見られるのは、英語専攻

群の回答の結果が反映されている可能性が高い）。

４　結果と考察

4．1　記憶方略

　図１は英語学習における記憶方略（単語やイ

ディオムを覚えそれらを活用すること）の使用

頻度を示したものである。「１」から中間点ま

での分布が多く、記憶方略の使用頻度が低いこ

とがわかる。中間点から「４」に向かっての分

布がほとんど見られない。記憶方略を用いた英

語学習を日常的に行っていないことを表す。

4．2　認知方略

　図２は英語学習における認知方略（実際に英

語を使うこと）の使用頻度を示したものである。

中間点から「１」に向かい分布が集中し、「４」

に向かい度数の伸びがない。日常的に英語を使

用していない、使用する機会がないことを示す。

うとする姿勢に欠けていることが明らかになっ

た。

　飯田ら（2020）は、１年間の大学における英

語学習を振り返る形式で質問紙調査を行い、大

学１年次生の英語学習に対する動機について国

際教養学科１年次生（78名）と看護学科１年次

生（87名）を比較した。質問紙は３部構成で、

第１部は13のカテゴリー（①英語学習の目的・

努力、②理想自己、③義務自己、④文化に対す

る関心、⑤道具的回避、⑥道具的接近、⑦Ｌ２

コミュニティへの態度、⑧統合性、⑨自信・不

安、⑩家族社会的要因、⑪英語学習に対する態

度、⑫コミュニケーションへの意図、⑬自己効

力感）52項目について尋ねた。第２部は、学生

の大学における英語教育に対する要望を自由記

述形式で尋ねた。第３部は小学校から大学１年

までの英語学習動機の変化に関する質問であっ

た。第２部の結果から、大学における英語教育

に対し、看護学科生から４つ（「英語学習の意

義と目的の明確化」「コミュニケーションのた

めの英語学習」「英語学習継続のための助言」「大

学での英語学習のあり方」）、また国際教養学科

生から１つ（「実用的・実践的な英語使用の機

会」）の要望があることが明らかになった。また、

第３部の結果から、両学科共に学生は、高校か

ら大学までの学習意欲よりも小学校から高校ま

での学習意欲の方が高い状態を維持していたこ

とも明らかになった。大学入学後、国際教養学

科生にとっては引き続き英語学習への積極的姿

勢は維持されるものの、より真剣に取り組む学

生にとっては留学に必要な試験の結果が英語学

習動機に影響を与えることもある。看護学科生

にとっては、受験科目としての英語という位置

づけから異文化理解や「使うための英語」とい

う視点からの英語学習が必要になる。学生にとっ

て、専攻による差こそあれ大学での英語教育に

おける動機付けの重要性を示唆した。

３　研究目的とその方法

　本研究の目的は、飯田ら（2018）が1200名の

全学科１年次生（英語非専攻群：11学科981名
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4．4　メタ認知方略

　図４は英語学習におけるメタ認知方略（自分

自身の学習状況を判断し必要なことを見極め学

習に活かすこと）の使用頻度を示したものであ

る。ここでは「１」の度数が最も多いのが特徴

的である。英語学習におけるメタ認知方略を日

常的に使用していないことが明らかである。英

語学習をする機会がなければ英語学習について

工夫することもないということであろう。英語

非専攻群の大きさの特徴が最も明確に表われた

といえる。

4．3　コミュニケーション方略

　図３は英語学習におけるコミュニケーション

方略（英語を使用している最中に行っている工

夫）の使用頻度を示したものである。中間点か

ら「１」への分布が多く、中間点からやや右寄

りではあるが山型を形成している。そもそも英

語を使用する機会が日常的にない環境にいなが

らも、仮に英語を使用する機会があればこのよ

うにするだろうという姿勢の表れだと推測する。

英語専攻群にとっては、大学での授業で英語を

使用する機会が増えているので、実際に行って

いることを意識し回答しているといえる。

図１　記憶方略（全学科） 図２　認知方略（全学科）

中間点 中間点

図３　コミュニケーション方略（全学科） 図４　メタ認知方略（全学科）

   

中間点

 

中間点
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4．6　ICT 方略

　図６は英語学習における ICT 方略（英語学

習における ICT の活用）の使用頻度を示した

ものである。「１」の度数が最も多い特徴が

ICT 方略においても確認された。調査協力者

の50％近くが英語学習のために ICTを「全然（活

用）していない」のである。

4．7　英語学習方略における全体的傾向

　図７は６つのカテゴリーにおける英語学習方

略についての回答データ分布をまとめた箱ひげ

図である。飯田ら（2018）で示したように、６

4．5　情意・社会的方略

　図５は英語学習における情意・社会的方略（英

語学習における他者との積極的関わり）の使用

頻度を示したものである。ここでも中間点の左

側に分布の多くが集中している。コミュニケー

ション方略と同様に、英語学習における情意・

社会的方略を日常的に使用していないことを示

していること、もし英語を使用する機会があれ

ばそのようにするだろうという想像による回答

が含まれているといえよう。英語専攻群におい

ては、授業における実践の場で活用しているこ

との現れだと推測する。

図５　情意・社会的方略（全学科） 図６　ICT 方略（全学科）

中間点

 

中間点

記憶方略 認知方略 コミュニケーション メタ認知 情意・社会的 ICT 方略
方略 方略 方略

中央値 

中間点 

外れ値

図７　６つのカテゴリーにおける英語学習方略データ分布比較
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　飯田ら（2020）は大学における英語教育に対

し、看護学科生から４つ（「英語学習の意義と

目的の明確化」「コミュニケーションのための

英語学習」「英語学習継続のための助言」「大学

での英語学習のあり方」）、また国際教養学科生

から１つ（「実用的・実践的な英語使用の機会」）

の要望があることを報告した。この結果と本研

究で得た結果を合わせ考えるに、これまでの受

験英語と異なる大学での英語学習では、英語学

習における「次の目的」を学生に対して明確に

することが重要である。そして学生の興味や関

心を引きつけるために、これまでの英語教育で

は体験することが困難であった「使う英語」を

実現するコミュニケーションのための機会提供

および環境設備が期待される。また、両キャン

パスに英語専攻の学生がおり、英語学習におい

てその「成功者」と評価できる学習者が存在す

ることから、自らの英語学習法や成功体験を紹

介することで、学生同士の刺激的学習交流の可

能性も期待できると考える。大学生ならではの

理想自己の達成感や自己効力感を高めるために

「英語×知性・教養」をキーワードとして、本

学らしい英語教育理念および方針の構築が期待

される。
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つのカテゴリーにおける中央値は全て中間点

（2.5）を下回る。しかしながら、英語学習に

消極的姿勢でありながらも記憶方略、コミュニ

ケーション方略、情意・社会的方略における中

央値が比較的高い。これは多くの学生が、記憶

方略においては受験を含むこれまでの英語学習

において語彙や文法を覚えることを中心に学習

してきたこと、英語学習自体には積極的に取り

組むことが困難だが「もし機会があれば」これ

までに身につけてきた英語力を駆使し英語を使っ

てみたい、あるいは「このように」英語を使わ

なければならない状況で工夫したいという気持

ちが、これら３つの方略の中央値を押し上げて

いると考える。一方で認知方略、メタ認知方略、

ICT 方略における中央値が低い傾向にある。

英語を実生活で使用する機会がない環境にある

こと、英語力向上のために必要な学習方法がわ

かっていないこと、特に英語学習において

ICT 活用がなされていないことが大学１年次

生の特徴である。インターネットや SNS など

生活における ICT は必須であるが、英語学習

を目的とした活用には活かされていない。なお、

各カテゴリー上部に外れ値が見られるが、これ

は英語専攻群・英語非専攻群に限らず英語学習

方略に対する積極的姿勢の強い回答者が存在す

ることを示している。

５　今後への示唆

　本研究の目的は、大学１年次生の英語学習方

略について６つのカテゴリー（記憶方略、認知

方略、コミュニケーション方略、メタ認知方略、

情意・社会的方略、ICT 方略）における傾向

を分析することであった。結果として、本学１

年次生は全てのカテゴリーの英語学習方略を使

用しておらず、特に認知方略、メタ認知方略、

ICT 方略においてはより低い結果となった。

このような現状において大学は何をすべきか。
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